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ほけんしつ

　気温が下がり、空気が乾燥する冬は感染症が流行するシーズンです。相模原市内で

はインフルエンザA型がはやっていて、学級閉鎖や休校をする学校が増えています。

　感染予防は①手あらい・うがい　②早ね早おき　③ごはんをしっかり食べることに

加え、④こまめに水分補給をすることがとっても大切です！
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感染症に負けないカラダをつくろう

どうして水分補給が大切なの？
　冬は汗をかくことがあまりなく、のどのかわきを感じにくいため、水分をとらずに

過ごしがちです。体の中はカラカラだし、空気もカラカラ。そうすると、のどの中に

入ってきたウィルスや菌を追い出そうと働いている細胞『線毛』はパワーダウンして

ウィルスや菌を外に追い出すことができません。

　『線毛』は、寒さと乾燥に弱い細胞なのです。『線毛』に必要なのは水分といううる

おいと、のどを温めるハイネックの服やマフラーなのです。
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ウィルスは寒さと乾燥が大好き！
　のどにくっついたウィルスは約３０分でウィルスの数を増やし、

体の中に侵入していきます。

　のどにくっついたウィルスを外に追い出すのはあなたの水分

の取り方しだい！

水分ほきゅうのタイミングは授業の合間ごとに飲むこと！

『線毛』が水分でうるおうようにしよう！
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　現在、藤野北小学校でもインフルエンザが心配される状況になってきました。

　聞くところによると、発熱後約１〜２時間ほどであっという間に解熱して、その他の症状も軽

く、登校や出勤ができるくらいの体調で、念のため検査をしたらインフルエンザであることがわ

かった、というケースが市内にはあるそうです。

　お子さんの発熱、寒気、倦怠感、のどの痛み、咳等の症状が、風邪なのかイ

ンフルエンザなのか、わかりにくいこともありますので、まずは休養して様子

をみてください。

　受診をする場合は発熱から１２時間以上〜４８時間以内に医療機関に行くこ

とをおすすめしますが、症状がつらい時は早めに受診してください。

　

　感染症の予防としてお子さんにマスクの着用をおすすめすることもあります。ご理解とご協力

をお願いいたします。
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